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作
家
・
小
川
国
夫
は
、
昭
和
二

年
十
二
月
二
二
日
藤
枝
市
長
楽
寺

（
現
・
本
町
）
に
、
父
富
士
太
郎
、

母
ま
き
の
長
男
と
し
て
生
れ
ま
し

た
。
幼
稚
園
時
代
に
藤
枝
駅
前
に

転
居
、
病
弱
で
、
小
学
校
を
二
年

休
校
し
志
太
中
学
で
は
弟
と
同
じ

学
年
で
し
た
。
そ
の
後
静
岡
高
等

学
校
へ
と
進
学
。
静
高
時
代
に
キ

リ
ス
ト
教
受
洗
、
フ
ラ
ン
ス
人
神

父
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
い
、
東
大

入
学
後
に
フ
ラ
ン
ス
へ
自
費
留
学

を
果
た
す
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
単
車
の
旅

　
パ
リ
大
学
か
ら
ブ
ル
ノ
ー
ブ
ル

大
学
へ
移
籍
し
そ
の
後
は
南
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、

ギ
リ
シ
ャ
と
数
ヶ
月
ず
つ
か
け
て

愛
車
ヴ
ィ
ス
パ
で
旅
を
し
ま
す
。

こ
の
旅
の
経
験
が
後
に
多
く
の
作

品
を
生
む
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

彼
の
処
女
作
品
は
、
帰
国
後
大
学

に
戻
ら
な
い
で
執
筆
活
動
に
専
念

し
て
書
き
上
げ
た
『
ア
ポ
ロ
ン
の

島
』。
エ
ー
ゲ
海
の
島
々
を
旅
し
た

経
験
か
ら
創
作
さ
れ
た
短
篇
を
集

め
、
自
費
出
版
し
た
も
の
で
す
。

作
家
と
し
て
立
つ
と
決
心
し
ま
し

た
が
、
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

帰
郷
と
文
壇
デ
ビ
ュ
ー

　
昭
和
三
二
年
秋
、
妻
を
伴
っ
て

長
楽
寺
の
家
に
帰
郷
。
以
来
、
小

川
国
夫
が
居
を
変
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
五
三
年
、

作
家
・
島
尾
敏
雄
氏
が
朝
日
新
聞

「
一
冊
の
本
」
欄
で
絶
賛
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
商
業
雑
誌
か
ら
執
筆

注
文
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
作
家

枝
っ
子
文
士
・
小
川
国
夫

島
尾
敏
雄
氏
に
絶
賛
さ
れ
文
壇
デ
ビ
ュ
ー

中
央
文
壇
と
は
一
線
を
画
し
藤
枝
で
執
筆

て
三
つ
の
柱
を
掲
げ
ま
し
た
。
一

つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
の
経
験
。

も
う
一
つ
は
聖
書
に
材
を
と
っ

た
も
の
。
そ
し
て
後
一
つ
は
故

郷
に
材
を
と
っ
た
半
自
伝
的
な
も

の
。
こ
れ
は
家
を
軸
に
し
て
巡
り

歩
い
た
殆
ど
の
場
所
が
作
品
舞
台

で
す
。
祖
父
母
の
印
象
が
大
変
強

か
っ
た
よ
う
で
、
故
郷
を
書
く
こ

と
で
、
作
品
中
に
祖
父
母
の
姿
を

浮
き
彫
り
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
・
タ
ン
グ

　「
僕
が
慶
應
生
ま
れ
の
祖
母
か

ら
聴
い
た
話
は
、
祖
母
の
幼
か
っ

た
頃
の
話
、
僕
が
後
一
五
年
生
き

る
と
し
て
、
こ
の
耳
が
肉
声
で
聴

い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
百
年
間
の
出

来
事
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
を
欧
米

で
は
『
マ
ザ
ー
・
タ
ン
グ
』、
母

の
舌
と
言
い
ま
す
。
夜
の
静
寂
の

中
で
耳
を
澄
ま
す
と
母
や
祖
母
の

声
が
聞
こ
え
る
の
で
す
。
僕
は
そ

れ
を
必
死
で
書
き
留
め
る
」
か
つ

て
小
川
国
夫
が
自
作
品
に
つ
い
て

語
っ
た
言
葉
の
一
端
で
す
。
小
川

作
品
は
難
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
言
葉
を
選
び
抜
い
て
無
駄

な
説
明
が
な
い
か
ら
で
、
見
た
ま

ま
を
、
五
感
全
て
で
受
け
止
め
て

言
葉
に
し
て
い
る
の
で
、
決
し
て

文
中
に
難
し
い
言
葉
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
随
筆
は
短
文
が
多
く
、

初
め
て
作
品
に
触
れ
る
人
も
か
な

り
読
み
や
す
い
も
の
で
す
。

　
平
成
に
入
り
、
伊
藤
整
、
川
端

康
成
、
読
売
等
各
文
学
賞
を
受
賞
。

平
成
一
七
年
に
は
日
本
芸
術
院
会

員
と
な
り
ま
し
た
。
同
二
十
年
四

月
永
眠
、
八
十
歳
で
し
た
。

文
学
展
の
お
知
ら
せ

　
十
月
二
四
日
〜
十
一
月
三
十
日

ま
で
藤
枝
市
文
学
館
で
は
小
川
国

夫
・
藤
枝
静
男
・
村
越
化
石
の
「
郷

里
の
作
家
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

瀬
戸
川
端
の
田
沼
街
道
蹟

素
晴
ら
し
い
受
賞
で
す
ね
。

　
今
回
の
大
賞
受
賞
は
、
特
に

長
年
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
も
て
な
し
と
郷
土
文
化
の

保
存
と
次
世
代
の
人
材
育
成
が

評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
昨
年

は
、
全
て
の
龍
勢
が
見
事
に
上

が
り
、
保
存
会
も
三
十
周
年
の

記
念
誌
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
も

あ
り
、
二
重
、
三
重
の
喜
び
と

な
り
ま
し
た
。

朝
比
奈
大
龍
勢
に
つ
い
て

　
朝
比
奈
の
大
龍
勢
の
起
源
は
、

戦
国
時
代
に
連
絡
手
段
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
狼
煙
（
の
ろ
し
）

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
大
龍
勢
は
六
社
神
社
の

例
祭
で
豊
作
の
年
に
打
ち
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中
は

一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
昭
和

二
二
年
に
復
活
し
、
同
五
三
年

に
は
朝
比
奈
龍
勢
保
存
会
が
発

足
し
て
、
三
年
に
一
度
に
、
平

成
二
年
か
ら
は
、
朝
比
奈
龍
勢

実
行
委
員
会
が
、
主
軸
と
な
り
、

二
年
に
一
度
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
龍
勢
の
特
徴
は
？

　
ま
ず
、
打
ち
上
げ
の
際
に
花

火
の
特
徴
を
短
歌
に
よ
っ
て
表

現
し
、
そ
れ
を
独
特
な
節
回
し

で
謡
う
呼
び
出
し
で
す
。
そ
し

前
島  

勝
巳

て
各
地
域
ご
と
に
口
伝
に
よ
っ

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
手
づ
く

り
に
よ
る
龍
勢
ロ
ケ
ッ
ト
の
製

法
と
空
中
仕
掛
け
花
火
で
す
。

ど
ん
な
点
が
大
変
で
す
か
。

　
材
料
と
な
る
竹
の
確
保
が

年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
龍
勢
の
打
ち
上
げ
は
全
て
保

存
会
で
花
火
作
り
、
打
ち
上
げ

を
し
て
い
て
、
一
本
当
た
り

二
十
万
円
前
後
の
費
用
を
確
保

す
る
の
が
な
か
な
か
大
変
で
す
。

あ
と
は
、
ど
ん
な
花
火
、
ど
ん

な
花
笠
・
連
星
・
龍
に
す
る
の

か
の
ア
イ
デ
ア
で
し
ょ
う
か
。

保
存
会
と
各
連
に
つ
い
て

　
保
存
会
は
、
二
百
八
十
名
余

の
会
員
と
七
地
域
に
十
三
の
龍

勢
連
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は

呼
び
出
し
連
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

観
光
化
し
た
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、
伝
統
的
な
農
民
ロ
ケ
ッ
ト

と
し
て
、
こ
の
保
存
会
と
連
の

維
持
、
そ
し
て
花
火
の
技
の
保

存
・
伝
承
が
私
た
ち
の
務
め
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
来
年
で
す
。
昼
と
夜

の
花
火
両
方
を
ゆ
っ
く
り
と
楽

し
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

し
ず
お
か
観
光
大
賞
受
賞

　
瀬
戸
川
に
架
か
る
ふ
れ
あ

い
大
橋
か
ら
さ
ら
に
国
道
に

向
か
っ
て
土
手
を
進
む
と
二

股
に
分
か
れ
た
と
こ
ろ
に
こ

の
「
田
沼
街
道
蹟
」
の
碑
が

あ
る
。
平
成
六
年
に
青
島
史

蹟
保
存
会
が
建
立
し
、
さ
ら

に
平
成
十
一
年
に
は
説
明
版

が
設
置
さ
れ
た
。
同
様
な
も

の
が
市
内
十
七
ヶ
所
に
あ
る
。

　
相
良
藩
主
田
沼
意
次
が
作
っ
た

田
沼
街
道
は
、
相
良
の
萩
間
川
に

架
か
る
湊
橋
を
起
点
と
し
て
、
こ

こ
瀬
戸
川
で
東
海
道
に
接
す
る
ま

で
の
二
十
八
キ
ロ
。
こ
の
碑
は
、

田
沼
街
道
の
終
点
で
あ
り
、
藤
枝

側
か
ら
見
れ
ば
、
入
り
口
に
あ
た

る
。
相
良
築
城
と
平
行
し
て
進
め

ら
れ
た
田
沼
街
道
建
設
工
事
は
自

領
藩
内
は
と
も
か
く
他
藩
領
や
幕

府
直
轄
領
ま
で
改
修
さ
れ
て
い
て
、

当
時
の
田
沼
意
次
の
権
勢
が
成
し

得
た
も
の
と
言
え
る
。

朝
比
奈
龍
勢
保
存
会
会
長

小
川
国
夫
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　
日
常
は
、
家
を
軸
に
し
て
焼
津

か
ら
駿
河
湾
西
岸
、大
井
川
上
流
、

近
く
は
蓮
華
寺
池
、
青
池
、
岡
出

山
な
ど
を
好
ん
で
巡
り
ま
し
た
。

静
岡
や
焼
津
な
ど
県
内
の
文
藝
活

動
に
携
わ
る
人
々
と
交
流
が
拡
が

り
、
ま
た
、
平
成
二
年
か
ら
十
六

年
間
、
大
阪
芸
術
大
学
教
授
を
務

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
決
し
て
藤

枝
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
中
央

文
壇
と
は
距
離
を
置
き
つ
つ
作
品

を
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
後

ま
で
創
作
の
源
は
故
郷
に
あ
る
と

い
う
姿
勢
を
貫
い
た
の
で
す
。

小
川
作
品
の
三
つ
の
流
れ

　
小
川
国
夫
は
、
創
作
姿
勢
と
し
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	 1位	 サッカーエース最中
	 2位	 おたけせんべい
	 3位	 せとやコロッケ
	 4位	 まるか村松商店の大判焼き
	 5位	 お茶
	 5位	 おきせのきんつば
	 7位	 ミラベルのケーキ
	 8位	 喜久屋の瀬戸の染飯
	 8位	 藤枝だるま
	10位	 酒ケーキ
	11位	 スイーツのお店
	11位	 ＢｉＶｉ藤枝
	11位	 サッカー
	11位	 藤の里の湯（入浴剤）
	11位	 おかべ焼きそば
	11位	 藤枝かおり
	11位	 市内の地酒
	11位	 シラハタ製菓の黄金まんじゅう
	19位	 萬福の元祖藤枝最中
	19位	 まるなかのラーメン
	19位	 居酒屋
	19位	 志太梨
	19位	 ほととぎす漬
	19位	 藤枝東高校サッカー部

選

読者が選んだ

藤枝
名物
読者プレゼント付

２位　おたけせんべい１位　サッカーエース最中
サッカーエース最中と並ぶ藤枝名物。この
手の米菓は、貴重な存在となりました。明
治半ば、義太夫語りの天野安次郎さんが、
磐田から芸所藤枝に転居してきました。そ
の妻、たけさんが、子供相手にせんべいの
焼き売りを始めたのがきっかけです。近く
に住む文人の石野雲嶺宅の庭の
梅をヒントに
梅の花の形の
せんべいを

考案して藤枝名物になりまし
た。上質のうるち米を使った
逸品です。花形、ザラメの他
に白、青のり、ゆかり、丹沢、
亀甲、さくら、小判の７種類
があります。

藤枝名物の第一位に輝いたのは、サッカーエー
ス最中。昭和 32 年に静岡県が初めて国体の開
催地となり、藤枝はサッカー会場になりまし
た。その記念にと街道筋の菓子店５店が知恵
を出し合い、開発したのが、このサッカーボー
ル型の最中です。藤枝東高校が見事に優勝を
飾り、それと共にこの最中も藤枝名物に。北
海道産の小豆を使い、毎日、手作りこだわり
限られた数のみ作られています。現在、本町
のフォンテーヌ府中屋と甘栄堂の二店と市観
光案内所、
市内大型店
舗などで販
売していま
す。

★読者５名様におたけせんべい（写真右箱入）プレゼント。

★読者５名様にサッカーエース最中（写真右箱入）プレゼント。

むるぶの創刊後、11月号から
読者アンケートを開始しまし
た。今では、お葉書、ＦＡＸ、
メールから、平均70人のご
応募を頂くようになりまし
た。その中に、あなたの藤枝

名物を教えて下さいという設問があり、ほとんどの皆様が、記入して
下さいます。今回は、読者の皆様が選んだ藤枝の名物をランキング別
に24種ご紹介します。ちなみにサッカーエース最中とおたけせんべい
が、断トツ１位・２位で、全体の得票の３分の１を占めました。今回は、
上位２点の読者プレゼント付です。
今回ご紹介した藤枝名物の一部は、市の観光案内所でも販売しています。

３位　せとやコロッケ ４位　まるか村松商店の大判焼き
単なる今流行りのＢ級グルメではなく、瀬戸
谷地域の地域おこしと連動しているせとやコ
ロッケ。平成19年４月に誕生した新しい藤枝
名物です。地元しいたけを使い、ソースをか
けず、手作りが信条です。レストランせとやっ
この昔ながら味の「やっコロ」、瀬戸谷温泉
ゆらくの味噌味の「ゆらコロ」、大久保グラ
ススキー場の抹茶の入った中華風「コロ茶ん」
の３種類に、春夏秋冬の季節限定コロッケが

あります。瀬戸谷小学校の子供たちとパンフ
レットを企画したり、せとやコロッケの歌を
作ったりと、皆で楽しめるコミュニティフー
ドを目指しています。

本業はお茶なのに、大判焼きが季節限定（９月～
５月）の藤枝の名物になっています。あんこ、クリー
ム､ スフレ、うぐいす
などがあり、オリジナ
ルも作ってくれます。
夏場は定番の８種類あ
るソフトクリームが人
気です。

８位　喜久屋の瀬戸の染飯 ８位　藤枝だるま 10位　酒ケーキ

７位　ミラベルのケーキ

５位　お茶 ５位　おきせの金つば

11位　シラハタ製菓の黄金まんじゅう 11 位　市内の地酒 11位　藤枝かおり 11位　おかべ焼きそば 11位　藤の里の湯（入浴剤） 11位　サッカー 11位　BiVi 藤枝 11 位　スイーツのお店

十返舎一九の東海
道中膝栗毛に登場
するのが、名物「瀬
戸の染飯」（そめ
いい）。くちなし
で黄色に染めたおこわで、くちなしは疲労
回復の良薬としても知られていました。昔
の版木の包装紙が江戸時代を感じさせてく
れます。おむすびとお弁当があります。

明治の文豪、小泉八
雲が愛した「八雲だ
るま」で知られる藤
枝だるま。８の字の
鬢が特徴で、志太地
域の縁日には欠かせ
ない存在となっています。現存する木
型は約700点。五代目の長橋秀明さん
が継承しています。

藤枝の銘酒、志
太泉の純米大
吟醸を使用し
た酒ケーキ。平
成６年に市内
の菓子店３軒
が志太泉酒造と共同開発したもの。ケーキには卵白
のみを使用し、ふっくらしたきめ細かい吟醸の香の
するスポンジは贅沢な味になっている。

先代は和菓子屋で、昭和54年に洋菓子専門店と
してオープンし、昭和63年に現在地に。パンチ
の効いた主張のある洋菓子が信条。フランスの古
典菓子がベースとなっています。人気・お薦めの
逸品３品をご紹介します。

何といってもお茶処藤枝。生産地であり、集散
地としても昔から栄えました。藤
枝のお茶は香が高く、すっきりと
したお茶で、最近では、藤枝かお
りや藤枝めぐみと
いった藤枝ブラン
ドが人気を得てい
ます。

藤枝で「金つば」といえば、おきせ。伝統の粒
餡に、よもぎ、むらさきいも、栗、朝比奈玉露
と種類も増えて、バラ
エティにとんだ金つば
が楽しめます。大正９
年創業で初代「きせ」
の名前が店名となりま
した。

12種類の黄金まんじゅうは圧巻。
季節限定のカレー
もあり、ピザやチ
ーズ、マヨネーズ
コーンなどが人気。

志太泉、初亀、青島、杉井の四つ
の蔵元があり、全国的にも評価の
高い名酒造りで知られています。

19 位　藤枝東高校サッカー部
前身である志太中学の初代校長、錦織
兵三郎がサッカーを校技に。藤色のユ
ニフォームが全国のあこがれの的に。

19 位　ほととぎす漬
粕漬の瓜に和辛子を塗り、塩漬けした
紫蘇の葉で巻いた辛い漬物で、焼津の
焼酎屋で作られている昔の名物です。

19 位　志太梨
志太梨の品種は、幸水、豊水、新水、
喜水で、肉質が緻密でやわらかく、果
汁が多いのが特徴です。

19 位　居酒屋
最近は周辺の居酒屋を中心に居酒屋グ
ランプリなど様々な企画をして、元気
で安くて多彩な居酒屋が多い。

19 位　まるなかのラーメン
朝８時半から常連さんが駆けつける藤
枝の名物的なラーメン店。熱いものと
冷やしを両方食べるファンが多い。

19 位　萬福の元祖藤枝最中
昔の蹴球の形をした最中で、中にオレ
ンジのゼリー、紫芋と玉露入り餡と色
で藤枝の名物を表わしている。

やぶきたとインド産のお茶を交配
させたジャスミ
ン系の薫り高い
お茶。ペットボ
トルも７月17日
から発売中。

平成18年３月誕生。玉露入りと茶
葉を練りこんだ麺があり、地域の
食 材 と 肉・
ソース無し
の和風味が
特徴。

平成５年に日本一の
藤の里づくり事業の
一環としてツムラに
依頼し、開発。市役
所と観光案内所で販
売している。

藤枝東高校の校技化と合わせて、
小学校でも奨励
され、藤枝はサッ
カーの街に。全
国三冠など藤枝
が全国に轟いた。

今年２月末にオープンした駅
南図書館も入った藤枝初の商
業複合施設。
シネコンと
21のテナン
トが営業。

2008年９月に「スイーツのまち」を
藤枝ＪＣが発行。
今年３月には大
学生編集のガイ
ドも出て、スイ
ーツが名物に。

天野たけさん

ザラメ 義太夫番組帳 義太夫の教本花形

マカロンベビーチーズ ダミエ

コロ茶んやっコロ ゆらコロ

最中の凹型 最中の凸型

変わらない箱のデザイン 12回国体優勝賞状

藤枝名物ベスト 24

藤枝名物　読者プレゼントの応募方法
本紙7ページにある読者プレゼントの応募を参照して下さい。6
番目の項目に「サッカーエース最中」または「おたけせんべい」
と記して下さい。藤枝名物のみ希望の方はその旨明記して下さい。

藤枝市

支所
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編集後記

月刊むるぶ編集部
〒426-0041　静岡県藤枝市高柳1丁目18-23

紙面に関するご意見や情報提供、広告のお問い合わせは、
054-635-4651 (共立印刷内)
murubu@kpnet.co.jp
または、右記の新聞販売店までお願いします

㈱藤枝江﨑新聞店　TEL	054-641-0537	
㈱薮崎新聞店・育伸社　TEL	054-641-0053
いけたに新聞店　TEL

	054-643-1000㈹	

今月号では初めての試みとして特集面にプレ
ゼント企画を用意いたしました。藤枝の名物
2種類が各5名、計10名様に当たりますので、
映画券 20 名と合わせて今月は合計３０名の
方々にチャンスがあります。むるぶは常に変
化します。（風雲子）

毎週木曜12：30FM島田放送中
むるぶが、７月１日から市内の図書館
３館で閲覧できるようになりました。

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの藤枝名物･名所を教えてください。
６，ご希望の藤枝名物（サッカーエース最中かおたけせんべい）
７，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，官製はがきまたは、ＦＡＸでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えは FDA でした。
　
◆応募先
426-0041
藤枝市高柳1-18-23　共立印刷㈱内

むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
◆締め切り　８月５日㈬
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

◆今月の記事からクイズ
新しい藤枝の名物は

〇 〇 〇 コロッケ（かな３字）

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答え
をお書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、BiVi藤枝の映画館
（「藤枝シネ・プレーゴ」）でお好きな映画が鑑賞
できるシネマ招待券か藤枝名物をプレゼントし
ます。ご応募をお待ちしています。

ミュゼ ふじえだ
藤枝市郷土博物館・文学館



たぬま街道整形外科
（大新島）
☎634･1110

〈内〉黒川医院
（瀬戸新屋）
☎644･1084

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
☎667･3000

まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）
☎645･3387

あさひ歯科
（前島一）
☎636･5355

近藤胃腸科外科
（南新屋）
☎641･2625

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
☎662･2311

〈小〉田熊こどもクリニック
（瀬古二）
☎647･5225

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
☎644･5566

〈内・小〉八木医院
（本郷）
☎639･0009

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
☎644･1235

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
☎623･1187

さくま歯科
（田沼三）
☎636･7000

西井胃腸科外科
（高柳）
☎637･0610

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
☎636･3360

〈内〉大井内科消化器科医院
（高洲）
☎635･2088

〈内〉西山クリニック
（平島）
☎646･3003

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）
☎646･3313

藤枝歯科
（築地）
☎644･1033

しまづ整形外科
（高柳二）
☎634･0888

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
☎622･8525

〈内〉井澤医院
（大手一）
☎641･0062

佐々木耳鼻咽喉科医院
（焼津市塩津）
☎629･3775

後藤歯科医院
（天王町三）
☎641･1970

藤枝南クリニック
（前島二）
☎634･0210

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
☎641･0689

〈内〉秋好医院
（大洲三）
☎635･7565

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
☎635･8687

河野歯科医院
（与左衛門）
☎636･5568

2日（日） 16日（日） 23日（日）9日（日） 30日（日）

ともの眼科医院
（青葉町二）
☎636･3044

藤枝眼科クリニック
（青木二）
☎647･7770

〈皮〉奥皮フ科医院
（駅前三）
☎646･0934

内　科・
小児科

8
月
の


